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疫学研究等倫理審査委員会に提出する前段階

いいえ お読みください

はい

WG-主査、統括オペレーター開催のfMRI利用講習
会 いいえ 受講・合格して

ください

大学院社会理工学研究科のホームページ
http://www.dst.titech.ac.jp/outline/facility/fMRI/fmri-

j.htmlに公開されているfMRI関係の書類(取り扱い要項
http://www.dst.titech.ac.jp/outline/facility/fMRI/doc/fMRI

unyouyoukou.pdfは必読)を読んでいますか

を受講し、試験に合格していますか
ください

研究計画の新規申請、変更申請に関し、fMRI実験申請書を
WG-主査に提出し統括オペレーターの承認を得ていますか

いいえ

提出し承認
を得て
ください

はい Q1-Q4のそれぞれのフローチャートを別々に進み、
すべてAに達した場合はA審査(書面審議)、
ひとつでもBに達した場合はB審査(対面審議)となります。

はい



Q1.機材

はい Ａ

いいえ

医療機関のMRI装置で既に利用実績のある機材
を外部から導入して利用しますか

はい

WG-主査に安全

確認書を提出し
て、実地導入検
査をして、統括オ
ペレーターの承
認を得る

元々fMRI実験室に備え付けられた機材、あるいは、外部
から導入する機材で既にそれを利用したfMRI実験が疫学

研究倫理委員会で承認された実績のあるものを利用しま
すか

認を得る

WG-主査を通じ

て、安全委員
会に安全確認
書を提出し承
認を得る

Ａ

いいえ

WG-主査に安全

確認書を提出し
て、実地導入検
査をして、統括オ
ペレーターの承
認を得る

WG-主査を通じ

て、安全委員
会に安全確認
書を提出し承
認を得る

Ｂ(承認を得た安

全確認書を持参
する)



Q2.刺激

はい
Ｂ(実際の刺激

を対面審議で
刺激サンプル
を持参する)いいえ

Ａ

視覚刺激でフリッカーのあるものを使いますか

Ｂ(実際の刺激
はい

Ｂ(実際の刺激

を対面審議で
刺激サンプル
を持参する)

いいえ

Ａ

視覚刺激、聴覚刺激以外の刺激を利用しますか



Q3.実験時間について
はい Ｂ

いいえ

Ａ

1実験で、年間を通し、1人の実験参加者が12日を越えた
fMRIセッションに参加することがありますか

高磁場被曝に関し最も厳しい条件を
考慮の上対面審議の対象とします

はい Ｂ

いいえ

Ａ

1セッションで、ベッドのホームポジションからボアの中心に

実験参加者が移動し、ベッドがホームポジションに戻るま
で、ハンドリングに要する時間を除き、高磁場の中心に留
まる時間が1時間を越える場合がありますか

実験参加者の疲労を考慮しますが、
コイルの熱でスキャナーは自動停止
するようプログラムされているので、
実際は物理的にもほぼ限度時間になります。



Q4.外部研究者

いいえ Ａ

はい

外部の研究者を実験グループに含んでいますか

外部の研究者は、専属雇用オペレーターですか

はい

データシェアリン
グに関する統一
記述(安全委員
会承認のもの)を
申請書に記載専属雇用オペレーターはfMRI取扱要項第４章第７条により、

責任が定められています。また統括オペレーターによる
オペレーター講習を受けています

WG-主査、統

括オペレーター
によるチェック

Ａ

オペレーター講習を受けています

fMRI実験を行うため、外部からの公的資金、たとえば科研費等を
利用する研究の、外部研究分担者、連携研究者等ですか

いいえ

いいえ はい

共同研究の場合は、共同研究契約書の写し、
あるいはそれに準ずるものを提出


